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第 1章 研究の目的 
岡本勝規・浅妻裕・福田友子 
 
日本の基幹産業が自動車製造業であること，さらに日本が自動車の輸出大国であり，日
本経済が自動車輸出に支えられていることは広く知られている．しかしながら，日本が中
古車の輸出大国であることは，それほど知られていないと思われる．また研究対象として
も，前者は様々な分野で研究が蓄積されており，後者に関してはごく限られた専門家や当
事者が着目してきたに過ぎない．このような中，筆者らは社会科学や人文科学の研究分野
にとって，日本からの中古車輸出（国際リユース）はきわめて興味深い研究素材になると
考えている． 
 まずは，港湾経済・政策論のアプローチにより，中古車輸出入ビジネスが地域経済・社
会に与える影響について考察することができる．これが本報告書の根幹をなす．本報告書
でも紹介される富山や新潟など日本海地域のいくつかの港湾では，従来ロシアからの北洋
材輸入，ロシアに向けた中古車輸出が盛んに行われていた．それらの港湾周辺では両輸出
入に係わる業者が集積して一定の経済規模となり，雇用を創出し地域経済に貢献してきた．
また，港湾においては重要な荷主であり，港湾経済にも大きく寄与してきた．ところが北
洋材については 2007年冬以降，中古車については 2008年秋以降，ロシア政府の政策変更
により大幅に減少したのである．この結果，環日本海地域の港湾経済は大きな打撃を受け
て落ち込み，地域経済にも様々な問題が生じた．少なからぬ業者が撤退する一方で，いく
つかの業者は生き残りを賭けて様々な方向で業態変更を模索している． 
 環日本海地域の港湾にとってみれば，経済成長が期待できるロシアとの近接性や，北洋
材輸入業者・中古車輸出業者が築いてきたロシアとの人脈・経験は数少ないアドバンテー
ジであることから，対ロシア貿易の活性化は重要な課題である．彼らには対ロシア貿易や
中古車貿易，木材貿易のノウハウの蓄積があり，それを活かすかたちで業態変更を志向し
ている．この動きを支援し，結実させることが，環日本海地域の港湾を再び活性化させる
ことに繋がるだろう． 
 また，環日本海地域の港湾は，南アジア系外国人を中心とする中古車輸出業者を通じて，
グローバルかつトランスナショナルなムスリム・ビジネス・ネットワークや印僑ビジネス・
ネットワークにも組み込まれていたことから，彼らのネットワークを行かした港湾活性化
の方向性も可能であろう．このような経済の実態を把握し政策の方向性を示すことで，環
日本海地域の港湾における貿易を再び活性化させ，同地域の港湾に発展をもたらす方向性
が見いだされると期待される． 
 加えて，これまでの中古車貿易・北洋材貿易は，環日本海地域に対ロシア貿易，あるい
はムスリム・ビジネス・ネットワークと言った独特のビジネス環境に対応した業者や人材
を集積させている．業態転換の支援は彼らの流出に歯止めをかける事にも繋がるため，環
日本海地域の人的資源の強化にも資することとなり，非常に意義深い． 
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次に，国際社会学もしくは移民研究にとり中古車貿易は興味深い研究素材である．近年，
日本でも移民の主体的経済活動に関する研究，いわゆるエスニック・ビジネス研究が進ん
でいる．そして中古車貿易には，パキスタン人移民企業家が深く関与している．この事例
の特徴は，親族や友人関係といった移民ネットワークを媒介としたトランスナショナルな
事業展開にある．本報告書では国内の日本海側の中古車輸出拠点やアラブ首長国連邦やロ
シアの中古車中継貿易拠点に集積する外国人企業家の実態を数多く紹介しており，これら
の研究の発展に貢献するものである．  
 最後に，環境経済学の観点からも重要な研究素材となり得る．日本から輸出された中古
車はいずれ輸出先国でリサイクル・最終処分されることになる．つまり，国際リユースが
進むことは国際リサイクルの問題にもなり得る．輸出先国における環境保全の観点から適
切なリサイクルがなされることが望ましいが，近年急速に自動車が普及している国ではリ
サイクル制度や健全な静脈産業が発達しているとは言い難い状況がある．輸出先国におけ
る自動車リサイクルに関する諸制度や静脈産業発展を促す政策に関する検討が必要となっ
ている． 
 以上のように中古車輸出は複数の研究分野から重要な研究対象となっている．本報告書
では，まず，中古車輸出量や輸出先についてデータを紹介した後（第 2 章），2010～11 年
にかけて筆者らが行った国内・海外の現地調査結果を紹介する（第 3章）．最後にこの結果
が各研究分野にとってどのような意義を有するのかを検討する（第 4章）． 
 
